再ダイヤルの記憶を電話帳に登録ずる（モ機) 


子機では再ダイヤルに記憶した電話番号を電話帳 
に登録することができます。 


子機の再ダイヤルの記憶か6モ機の電話帳に登録する 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 

1□っ(パを巧す 


参最後にかけた相手の方を表示します。 


を； 


3 または 心で 
登録する電話ま号を還んだ 

あと、@を巧ず 


を前を入れる 
撮大12文き） 

(38 〜39、42〜43ぺ-ジ） 


カナ 


カナ 


♦名前の入力を省略するとさは手順4へ進 
みます。 


( k リを}甲す 


>「ピー」と鳴り、残りの登録巧能件数を 
表示して登録を完了します。 


をお知 S せ 

• 親機の再ダイヤルの記憶を電話帳に登録すること 
はでさません。 



梗轉かた 


シスな プ 


再ダイヤルの記憶を電話帳に登録する(モ機) 
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親機で伝言メモを録音する 


1受話器を取る 



再生 

〇 

録 B 


を巧して、 
受話器で伝言を話す 



話しおわった6、 

@を巧して受話器を 
置< 


♦録音び終わると、時刻と件数び自動的に録 
音され留守ボタンび点滅します。 
(タイムスタンプ機能） 


■ 録音内容を再をするとをは （1 08〜109ぺージ） 
■ 録音内容を消去するとをは （1 1〇ぺージ） 


をお知 S せ 

♦モ機では通話や伝言メモを録音することはできま 
せん。 

♦ファ クスのメモ U —受信 データ や E メールデータ 
びあると録音でさる時間びかなくなります。 
♦内線通話中やドアホン通話中は、通話録音でさま 
せん。 


通話内容や伝言メモを録音ずる（親機) 



硬利に 

(親機） 

烏 S 


親機では伝言を録音したり、通話中の大切な用件 
をメモ代わりに録音することができます。すべて 
の録音を合わせて、30件まで最大巧12分間録音 
でさます。 


巧機で通話を録音する 


通話中に 

〇を押す 

録音 


録音をやめるとまは 

還）を巧 T 


ツウワ□クオン中 

I ACR 1 


♦録音び終わると、時刻と件数び自動的に録 
音され留守ボタンび点滅します。 
(タイムスタンプ機能） 


f 使いかた 


システム 

アップ 


通話内容や伝言メモを録音する(親機) 
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モーニンクコールを巧う（子機) 


モ機でモーニングコールを設定する 


通話ボタンを消打させた状態で操作します。 

1 @を巧す 


% 


途中でやめるとき 

切ボタンを巧す 


^または、'^で 
r アラームセツテイ J 
を選んだあと、を 
巧す 

のまたは□つ bit 

roNj を選んだあと、 
^を}甲す 


アラーム時刻をダイヤ 
ルボタンで入力する 
(24 時巧制で4ケタ 
入力します） 


►0 


(m を}甲す 



>すでに設定している時刻を変更するとさ 
は、 {►) または|’、ィ:|で変更する時刻に力一 
ソルを移動し、新しい時刻を入力します。 


♦贸7—クび表示されます。 


子機で、モーニングコールを設定することができ 
ます。「ピッ-ピッ…」とアラーム音び鳴って、 
お知5せします。（約5分間隔で7回くり返し） 


■ モーニングコールの音を途中で止めるとまは 

モーニングコールのアラーム音び鳴っているとさに 
モ機のいずれかのボタンを巧すと、アラーム音は 
いったん止まります。（充電器に戻したり、取り上 
げたりしてち止まります。）このあと約5分後には 
再びアラーム音び鳴り始めます。 

■モーニングコールを解除/ちラー度設定する時は 

①機能ボタンを巧す 

③ （▲) または（、▼)で「アラームセツテイ」を還 
んだあと、機能ボタンを巧す 

または1’イ)で rOFF」 を選んだあと、機 
能ボタンを巧す 


をお知6せ 

♦子機の時刻び正しく合っていないと、モーニング 
コール設定を行ってち正しい時刻にアラーム音は 
鳴りません。モ機の時刻を合わせてか日、モーニ 
ングコールを設定して < ださい。 

♦アラーム音は、モ機で設定した呼び出し音量と同 
じ大きさで鳴ります。 



梗轉かた 


シス-界プ 


モ111ング n I ルを使う(テ機) 
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プッシュホンのサービスを利用ずる 


ダイヤル回線をお使いの場合でも I ンボタンを 
押すと、プッシュ回もちと同じ!ン信号（ピッ、 
ポッ、パッ）を出すことができますので、交通機 
関の予約や銀行の残高照合などのプッシュホン 
サービスを利用できます。 


親機でプッシュホンヴービスを使う（ダイヤル回線ご利用時) 



♦このあとアナウンスにしたびって操作し 
よ9 〇 

♦これじ(降は、ダイヤルボタンを巧すと卜 
-ン信号び送日れます。 

♦電話を切ると、自動的にちとのダイヤル 
回線の信号（パルス信号）に戻ります。 


モ機でプッシュホンヴービスをほう（ダイヤル回線ご利用時) 



♦モ機を置いたまま電話をかけるとさはス 
ピーカーホンボタンを巧します。 


♦このあとアナウンスにしたびって操作し 
よ9 〇 

♦これじ(降は、ダイヤルボタンを巧すと卜 
-ン信号び送日れます。 

♦電話を切ると、自動的にちとのダイヤル 
回線の信号（パルス信号）に戻ります。 


卜ーン信号とは 

プッシュホン回線（トーン）で電話をかけるとさの 
「ピッ、ポッ、パッ」という音のことです。 

ダイヤル回線でご契約されているちでち、トーンボタ 
ンを巧すと、このトーン信号を出すことびでさます。 


をお知 S せ 

♦サービスの種類によっては、トーンボタンを使っ 
てち受けられないちのびありますので、詳しくは 
各サービスの提供先に確かめてください。 

♦子機でトーンボタンを使ってサービスを受ける場 
合、トーン信号をラまく受け付けないサービスをあ 
ります。このときは、親機を利用してください。 



使いかた 


システム 


アップ 


プッシュホンのヴ I ビスを利用する 
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ほ音 （1 オクターブ 下） 中音（標準） 高音 （ 1 オクターブ 上） 

(入力画面では、「1_」び表示されます。）（入力画面では、 「 M 」 び表示されます。）（入力画面では、 「 H 」 び表示されます。） 


■入力でまる音巧-化符 

次の音符や休符が入力できます。 


ディスプレイ表示 

音符 

休符 

長さ 

ディスプレイ表示 

音符 

休符 

長さ 

1 

〇 

--- 

全音符（休符） 

4. 

J. 


付点4分音符（休符） 

16 

• 

h 

ブ 

]已分音符（休符） 

2 

d 

農 

2分音符（休符） 

16. 

• 

h 

夕 ’ 

付点16分音符（休符） 

2. 

J. 

王 . 

付点2分音符（休符） 

8 

■ 


7 

8分音符（休符） 

16_3 

A 

— 

1巨分3連巧 

8. 


7 

付点8分音符（休符） 

8_3 

近 

— 

8分3連巧 

4 

J 


1 

4分音符（休符） 

4_3 

r3-i 

JJJ 

— 

4分3連巧 


■入力画面のし<み 



自分で呼出音を作る（オリジナルメ □デイー) 

子機では、電話びかかってきたときの呼出音メ□デイーを自分で作成することができます。（着メロ 
作成したメ□デイーは、子機の呼出音としてお使いいただけます。 


■入力でまる音の高さ 

次の高さの音が入力できまず。 （3 オクターブの範囲です。半音も使えまず。） 


A 山 ♦ i 



-M - n - - ■ B, • ~~ ?-! 

Lf.1 J 




梗轉かた 


シス-界プ 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 


.シ- 


# 

.ラ 


.ラ 




ソ 


# 

.レ 


ア 

フ 

ミ 


.レ 


.シ- 


# 

.ラ 


.ラ 




ソ 


-ア 

フ 

.ミ 


# 

レ 


.レ 


♦ I 


.シ— 


-T 


# 

.ラ 


.ラ 




ソ 


-ア 

フ 

.ミ 


-♦ —— 

UV. 

;—— 

-r 

- 1 %—— 


.レ 
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自分で巧出音を作る（オリジナルメ□ディー） 


呼出音を作る操作です。 


オリジナル（自作）メ□ディーを作る 


通話ボタンを消 I なさせた状態で操作します。 

10を巧す 


^またはで 

r メロディトウ□ク J 
を選んだあと、^を 
巧す 


ダイヤルボタンでテン 
ポを入力する （40 〜 
190) 


曾を巧す 


ダイヤルボタンでメロ 
デイーを入力する 




(例）中音「ソ」4分音符 


♦はじめは] 20になっています。（数値び 
大さい方びテンポび速くなります。） 

• または （ で、テンポを調整するこ 
とちでさます。このとさは4テンポ間隔 
となります。 

• または’'、 ◄ :’でカーソルを動かせます。 
参メ□ディーの入力画面になります。 


参121ページのメ□ディーの入力方法を参 
照して、メ□ディーを入力してください。 



♦音符や休符の種類を指定したあとや1つ 
前の音とちびラボタンで音の高さや休符 
を指定するとさは、この操作は必要あり 
ません。 


:夕ぺージへ- 



使いかた 


システム 


アップ 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ □デイ—) 
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自分で巧出音を作る（オリジナルメ□ディー) 


参メ□ディーを途中で確認するとさや、テ 
ンポを修正するとさは、カナ/キャッチ 
ボタンを巧すと、入力したところまでの 
メ□ディーび確認できます。 

また、メ□ディーの確認中に |: A ) または 
(、▼)で、テンポを変更することびでさます。 

♦メ□ディーを修正するときは、 ’;▲) また 
は |: T :| で、修正したい音を表示させた 
あと、ク U アボタンを巧します。 

♦作り終わった才 U ジナ J レメ□ディーをす 
ぐに変牵するときは、このあと‘: ▲) ま 
たはで、「ヘンコウ」を選んだあ 
と、機能ボタンを巧すと、手順3に戻り 
よ9 0 


♦このあと、待機画面に戻ります。 


■ 作ったメ□デイーを巧用するとをは 

r モ機の呼出音の種類を変える」 （33 ページ）の 
手順3で才 U ジナルメ□ディーを選びます。 

■オリジナルメ□デイーを消去するとをは 

① 機能ボタンを巧す 

② (んまたは（、▼)で「メ□ディショウキョ」を 
選ぶ 

③ 機能ボタンを巧す 

④ ちう一度、機能ボタンを巧す 


巧"お知 S せ 

♦登録中に電話びかかってくると、入力中のメロ 
ディーは、登録されません。はじめか日やり直し 
てください。 

• 操作の途中で]分!;!上何ちしないでおくと、待機 
画面に戻ります。このときは、はじめか日やり直 
してください。 


〇づさ 

手順日〜6をくり返し 
て、すべてのメ□デイ 
—を入力する（最大 
巨0音） 


すべてのメ□デイーを入力 
したら 


惟能)忘}甲す 


を； 


3 またはで 
r トウ□ク J を選んだ 
あと、を巧す 





梗轉かた 


シスな プ 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 
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自分で巧出音を作る（オリジナルメ□デイー） 


メ□デイーを入力するには、ダイヤルボタンを使って、音の高さ（ド〜シ）や休巧、音の長さを入力 
します。各ダイヤルボタンには音の高さ（ド〜シ）や休巧、音の長さを入力できるように割り当て!5 
れています。ボタンを押すごとに、入力び切り替わります。（入力割り当て表122ぺージ） 


音の高をや休待を指定する 


l2||g| 


音巧や化巧の種類を指定する 


メ□デイーの入力画面にしたあと、ダイヤ 
ルボタンで入力します。 

♦ボタンを]回巧すと、中音で4分音巧び指定され 
ます。 

同じボタンをくり返し巧すと、同じ音で半音や] 
オクターブ上または下の音び入力でさます。 

(例）中音「ソ」4分音符 



〇リ/しな は、音符や休符を選んでいる 
とさのみ有効となります。 


〇りまたは®をくり返し巧し、音待や 
化待の種類を指定します。 

♦休符の場合ち、音符の指定と同様になります。 
(例）中音「ソ」8分音符 

8分音符 



音をのばすとき（スラーの指定） 


音巧を選んだあと、《夕を巧します。 

♦ 「->」び表示されます。 

なの音となめ日かにつなびるよラになります。 
ス： 



巧点付をの音符や3連巧にするとさ 


音巧を選んだあと、©を巧し付点や 3 連 

巧を指定します。 3 

(例）中音「ソ」の8分の3連巧 （) の場合3 
連巧を指定した「ソ」を3つ入力します。 


3連巧 




使いかた 


システム 


アップ 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ □デイ—) 
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自分で巧出音を作る（オリジナルメ□デイー) 


■入力割り当て表 


巧ず 

ボタン 

音階 

表示 （M : 中音 / H : 高音 /L お音 /#: 半音） 

の 


M ドー M ド# 一 H ドー H ド# 一 L ドー L ド# 

4 1 

風 

レ 

M レー M レ#ー リレー H レ# 一 L レー L レ# 

伞 1 

(3^ 

ミ 

M ミー H ミー L ミ 

今 1 

(4。句 

ファ 

M ファー M ファ#一 H ファー H ファ#一 L ファー L ファ# 

1 1 

@ 

ソ 

M ソー M ソ# 一 H ソー \~{ソ# 一 L ソーしソ# 

1 1 


ラ 

M ラー M ラ# 一 H ラー H ラ# 一 L ラー L ラ# 

伞 1 

(7^ 

シ 

M シー H シー L シ 
牛 1 

(8^ 

\ 

- > (スラー） 一 （スラーなし） 

1 1 


\ 

"1 咐点） 一' 2 3 (3 連符） 一 （なし） 

牛 1 

(〇^ 

休符 


を) 

\ 

8 一] 6 一] 一 2 一 4 

(8 分音符/休符） （16 分音符/休符）（全音符/休符） （2 分音符/休符） （4 分音符/休符） 

个 1 


\ 

2 一] 一] 目 一 8 一 4 

(2 分音符/休符）（全音符/休符） （16 分音符/休符） （8 分音符/休符） （4 分音符/休符） 

牛 1 


付点は、2分音符 （2 分化巧）、4分音符 （4 分休符）、8分音符 （8 分休符）、]6分音符 （16 分休 
符）にのみ有効です。 

《2 3連巧は、4分音符 （4 分休符）、8分音符 （8 分休符）、 ] 己分音符 （16 分休符）にのみ有効です。 


メロデイーを入力中に次のボタンを使って、メ □ デイーの確認や変更ができます。 


巧すボタン 

磯 能 

内線/クリア 

/55) 

く短く巧す>選択中の]音を削除 
く 2秒 LU 上巧す >全音削除 

カナ/ 

キヤツチ 

□ディー確認 

( k ) または 

( y ) 

音符スク□-ル（メ□ディー確認中はテンポび変更されます。） 


巧^お知6せ 

♦「ミ」または「シ」は、半音上げることはできま 
せん。 

参「# :シャープ」は、音を半音上げます 。 「b : 
フラット」は、半音下げます。 「 b 」 にするとき 
は、 ] つ下の音階を入力したあと、半音上げてく 
ださい。 



梗轉かた 


シス-界プ 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 
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自分で巧出音を作る（オリジナルメ□ディー） 


オリジナルメ□デイーを変更する 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


[オリジナル（自作）メ 
□デイーを作る J 
(1 19〜120ぺージ） 
の手順1〜2を行ラ 


ダイヤルボタンでテン 

ポををちしたあと、 

を巧す 


3 ^または、ご V でを 

ちしたい音を選ぶ 


音を変更する 


音符や休符を変更ずるとき 


音長を変更する ► 〇〇または 風 

付点や3連符を変更する ► 感 


音符または休符を追加するとき 


音を追加する 
休巧を追加する 


► (7 ァ)〜 (7 ふ) 

►喊 


音符または休符を消去ずるとき 


巧線/クリア 


を巧す（短く押す） 


嫂こ 


^"^7 またはで 
r トウ□ク J を還んだあ 
と、を巧す 



途中でやめるとき 

切ボタンを巧す 



> |; A :| またはで、テンポを調整するこ 
ともできます。（最ル40か日最大190 
まで、4テンポ間隔） 

► ■>} または’'、 ◄ :|でカーソルを動かせます。 
>メ □プイー変更画面 I しなります。 


♦音の高さを変えたり、音符を休符、休符 
を音符に変更することはできません。 
いったん消去したあと、正しい音符や休 
巧を追加してください。 


♦選んだ音の前に、新しい音び追加されます。 
♦すでに己0音入力されているとさは、追 
加でさません。 


♦選んだ音の]音び消去されます。 

スラー付さの音を消去すると、スラーち 
消去されます。 

♦ク U アボタンを2秒じ(上巧し続けると、 
すべての音び消去されます。 



>このあと、待機画面に戻ります。 




使いかた 


システム 

アップ 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ □デイ—) 
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自分で巧出音を作る（オリジナルメ□デイー） 


登録例 


巧の巧を登録ずる場合のボタン操作を示しまず。（例：メヌエットバッ A 作曲より） 



1 234已 己 7 8 9 10111213 14 15 16 


ぶ#:； I r rn^ 


——^——& r r - —— 


17 18 I 白20 21 

r r LOJ 

- j — j - 

22 23 24 2巳26 

1广 呵 1 

广 二 

27 28 29 30 31 

J HT] 

- J - J - 

32 

- ^ - 


オリジナル（自作）メ□ディーを作る（1]9〜]20ページ）の手順4〜7の操作で下記のよラにダイヤルボ 
タンを押すと上の曲び入力で去ます。 （X 数字は、ボタンを巧す回数です。〇は同じ音び 続く ので（▼: I を 
巧してか日;欠の音符を入力することを表しています。） ''‘ 


r 1-1 

X 3 

r 2 -| 

(§) 、 

r 3 n 

r 4 -1 
' ( jT ) 

1 - 5-1 

の X 3、 を） 

r 6 n 

x 3 

[-7-1 
© 〇 

8 

i ~ 9 ~i 

一 CM 

一 1-1 

一 2^ 

1 —13— 1 

nl 4 n 

(5^ 

X 2 

の xs ' 留 

@ x 3、 对 

( 3 ^ x 2 、 

X 4、 曲 

咳) X 30 

rl 5 n 

16 

rl 7 n 

1 ~ 18 — 1 

1 ~19 ~ 1 

r 20 n 

r 21 n 

运）ク 

@ 

の x 3 

@ x 3 、を） 

の XS 、 留 

@、窗 

袋)、留 

22 

1 ~23 — 1 

r 24 n 

「2 己-! 

「吕巨 n 

27 

r 28 n 

@ 

の xS 、 を） 

@ 、窗 


@、留 


@、留 

「吕 9-| 

V 

「3〇-| 

1 — 31 — 1 
@ X 2、 

1 - 3 吕 - 1 

' ( 9 ^) 

(2) を 2 回押して Ox ィ 
W 琶録します。 

-を 


シス-界プ 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 


梗轉かた 
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か出先か 6 用件や伝言を聞く（リモート操作) 


外出先か5録音されたメッセージを聞いたり、その 
他のリモート操作をしたりすることができます。 

リモート操作をするには、あ5かじめ暗証番号の 
登録が必要です。 



■ 登録した暗証ま号を消すとまは 

① 登録ボタンと庭^ (に）を巧す 

② スタートボタンを巧す 

③ 停止ボタンを巧す 

■ 暗証を号ををえるとまは 

ちラー度暗証番号を登録（上書さ）します。 

■ 暗証を号をちれたとまは 

忘れた暗証番号の確認はでさません。新しい暗証番号 
を登録（上書さ）します。録音内容は消えません。 



使いかた 


システム 

アップ 


外出先から用件や伝言を聞く ( uf — 卜操作) 
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♦ダイヤル回線の電話機か日 u モート操作 
するとさは、ダイヤルしたあとに!-ーン 
信号に切り替えます。（ I -ーン信号の切 
り替えかたは、電話機の取扱説明書をご 
らんください。） 

♦1^ を巧すと流れている応答メッセージ 
び止まります。このあと「暗証番号とシ 
ヤープを巧してください。」と聞こえま 
す。聞こえないときは、ちう一度を 
巧してください。 U 


(例）録音内容を聞くときは、 
の回 と巧します。 


1自宅に電話をかける 


2応答メッセージび聞こ 
えている間に 

回を巧す 


3暗証番号 （ 4ケタ）を 

巧す 


4臣)を巧す 


5 音声メッセージを聞いたあと 

リモート操作を号を巧す 


6 I 」モート操作び終わった日 

電話を切る 


か出巧か6用件や伝言を聞 < (リモート操作） 


外出巧か6—般録音をリモート操作する 



护丘巴 


回应回回一峰，. 


回护色匹 〔甘 t 已回の一^ 


tj 丘囚 


F 日に图 




梗縛かた 


シス-な プ 


外出先から用件や伝言を聞く ( U モ—卜操作) 
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か出巧か 6 用件や伝言を聞 < (リモート操作） 


リモート操作表 


操作内容 

リモート操作番号 

録音內容を聞くには 

の困 

早聞きや遅聞きをするには 

再生中に(早聞き）^— 
0 @ (遅聞き） 
pi ~| 应](兀におる）— 

今聞いている録音内容を聞き直すには 

再生中に0 @ 

今聞いている録音内容の1件前を聞くには 

再生中に回困因因 

なの録音內容を聞くには 

再生中に0 {#] 

止めるには 

再生中に0 [#] 

再生済みの録音內容を消すには 

停止中に0 □ [g 

録音内容をずべて消すには 
妹再生の録きが肖えまず）航省メツセ-ジが肖えまはん） 

停止中に 0 0® 

1留守を設定/解除するには 

停止中に \ j ] [g j 


■ 暗証巧号を巧すとまは 

♦ ]〇秒じ(上あいだをあけると「ピピピピ」音び 
聞こえます。手順3か日やり直してください。 
♦番号をまちびえると、「ピピピピ」音び聞こえ 
ます。正しく入れ直します。 （2 回まちびえる 
と電話は切れます。） 

■ —船録音の内容を聞くとまは 

留守に設定されているときに再生すると、留守設定 
LU 降に入った録音を一番ちいちのから順番に再生し 
ます。 

留守に設定されていないときは、未再生の一番ちい 
録音か日、それ L ソ降の録音を順番に再生します。 

留守設定しているとさ 

留守設定 


1件目 
再生ス5 


III 




4件目 
再生ス S 


III 




留守設定 LU 後の録音を再生 
ずる 

(留守設定な後の録音びない 
場合は1件目か日ち生） 


留守設定していないとさ 


1件目 
再生ス三 

III 

澀 

4件目 
再をス S 

III 

11 

1- H 


未再生の録音な後を再生する 
(未再を®録音がない場合は1件目か5再を） 


■ 卜ールセーパーとは 

外か日電話して、留守録の有無を確かめることびで 
きる機能です。トールセーバーに設定すると新しい 
録音びあるとさは、呼出音び2回（新しい録音びな 
いときは5回）で留守応答します。（留守モード時 
の〕ール回数の設定で、卜ールセーパーにします。 

1〇已ページ） 

■ 卜ールセーバー機能のほいかた 

呼出音び2回鳴ってちつなびらないとさは、新し< 
録音されていないことびわかります。 

3回目の呼出音び聞こえた日すぐ I こ電話を切ると通 
話料金びかかりません。 


巧^お知 S せ 

♦外出時には操作のしかたを記載した ru モート操作 
手順力ード」をご利巧ください。 （2 已9〜2己〇 
ぺージ） 

• 暗証番号を知日ない人でち、偶然番号び合い盗聴 
されることびあります。機密の連絡用としてでは 
なく、便利な伝言板としてお使いになることをお 
すすめします。 

♦操作は]分!;!内に行ってください。 （] 分 L ソ上あ 
けると電話び切れます。） 

♦ファクシミリび応答メ ッ セージを流さないよラに 
設定しているとさ（留守設定にしていないとさで 
「在宅モード時のコール回数」（目8ページ）び 
「無制限呼出」のとさなど）は I 」モート操作でさ 
ません。 



使いかた 


システム 

アップ 


外出先から用件や伝言を聞く ( U モ—卜操作) 
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八ンドコピーを®つてファクスを送る 


ハンドコピーで読み取つたファクスを送るときの 
操作です。相手とお話し中のときでも、八ンドコ 
ピーで読み取つたあと、そのままファクスで送る 
ことがでさます。 


八ンドコピーでファクスを送る 


八ンドコピーを本化か6 
取りかす （79 ぺージ） 



読み取る前の設定をす 
る （80 〜81ぺージ） 


八ンドコピーで読み取る 
(82 〜83ぺージ）の 
手順1〜日を操作する 


プ U ントび終わったら、八 
ンド コピーを 外したまま 

受話器を取る 


「ツー」といラ音び聞こえ 
たら 

ダイヤルする 


>メモ1」ーコピーを「スル」に設定してく 
ださい。 


♦読み取つたデータを書き込み終えると、 
自動的にプ I 」ントを開始します。「八ン 
ドコピー後の送信方法選択」(102- 
] 03ページ）で「コピーシナイ」に設 
定していると、自動プ I 」ントしません。 
♦コピーボタンを巧すたびに読み取ったデ 
一夕びプ I 」ントでさます。 


♦受話器を取ったあと、電話帳を使ってダイ 
ヤルすることちできます。（已已ページ） 


: 夕ぺ — ジへ - 



梗轉かた 


シス-な プ 


八ンド n ピ—を使ってフアクスを送る 
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八ンドコピーを使つてフアクスを送る 


►つづさ 


相手の方び出たらファクス 
を送ることを伝えて 


@を巧 T 


ファクスを送り終わったら 

八ンドコピーを本な:に取 
り付ける （79 ぺージ） 



>八ンドコピーを取り付けると、ディスプ 
レイに「メモ1」ーヲショウキョシマ 
シタ」と表示され、読み取ったデータび 
消去されます。 


をお知 S せ 

♦ メモ U —コピーでさるのは1件のみです。録音や応 
答メッセージのない状態で、 A 4 幅で読み取ったと 
をは、 A 4 の長さ約1枚分で1件となります。 B 4 幅 
で読み取ったときや、拡大-縮ルコピーしたとき 
はこの長さよりも短くなります。 

♦ メモ U —受信したデータびあるとさは、八ンドコ 
ピーを使ってファクスを送ることはできません。 



使いかた 


システム 

アップ 


八ンド n ピ—を使つてフアクスを送る 
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■ 自動を信とは 

ファクスを送るときに、ダイヤルしたあとすぐにス 
タートボタンを巧してファクス送信する方法です。 
相手の方と話すことはでさません。 

■手動を信とは 

ファクスを送るとさに、電話をかけてお話しなどをし 
てからスタートボタンを巧してファクス送信するち法 

です 

■ 電話びかかつてをたとをの呼出音の回数を巧更する 
とまは（ノン コール 時の コール 回数） 

①登録ボタンと口を） (§) を巧す 
③ダイヤルボタンで コール 回数を2ケタで入力す 
る （04 〜2已回） 

③ スタートボタンを巧す 

④ 停止ボタンを巧す 

■巧ちモード時の留守録を r アリ J にするとをは 
(1 12~113ぺージ） 


巧^お知 S せ 

• 回線の状態や相手機種によっては、相手の方び自動 
送信のファクスでを呼出音び鳴る場合びあります。 

♦増設電話機をお使いのときは、増設電話の呼出音 
は鳴りません。また、ファクスの親機•モ機の呼 
出音び鳴っている間に増設電話の受話器を上げて 
ち、通話でさません。 

♦留守設定されているとき、ノンコール着信は働き 
ません。 

♦ノンコール着信び設定されているときは、ファク 
スち信の終了音ち鳴りません。 

♦ノンコール着信を設定しているとさはモ機の優先 
呼出は働さません。 



質出音を鳴6をずにファクスを受ける（ノンコール着信) 


いったんすべて着信したあと、電話 


ファクスび送られてきたとをち、電話がかかってをたときを、 

かファクスかをファクシミリが判断します。 

相手の方が自動送信でファクスを送っている （ 「ポーポー」音び鳴っている）とファクシミリが判断 
すると、呼出音を鳴!5さずにファクス受信に切り替わります。 

また、相手のちび電話をかけている（または手動送信している）とファクシミリが判断すると、呼出 
音を鳴らしてお知らせします。 

ノンコール着信に設定するときは「ノンコール着信」を「アリ」にします。 （112 〜113ぺージ） 
ノンコール着信に設定すると、ディスプレイに「ノンコール」と表示されます。 


3月 

I 日 9 ： 00 PM 

I ACR 

] 

ノンコール 


~表 7 F 



—侯際にノンコール着信機能をお使いになる前に】- 

ノンコール着信の設定が完了しました日、一度、他の電話機（携帯電話など）か5、ご自宅に電話をか 
けて、実際にノンコール着信動作（電話または手動送信の動き）を確認しておきましよう。 

ここで、確認した動作びホ目手側の動きとなりまず。 


※ノンコール着信はファクスを受信することびをい方におすすめな機能です。 

※ノンコール着信機能では、いったんすべて着信したあと、電話かファクスかを機械び自動的に判 
断します。そのため、他の着信方法と異なって、電話びかかるたびに、不在のとまでち巧手の方 
に2回巧出音び鳴ったあとか5通話料をびかかり始めます。 

^電話をまけることびをい方にはお勧めでをません。 


シスな プ 


呼出音を鳴らさずにフアクスを受ける(ノン n — ル着信) 


梗轉かた 
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巧出音を鳴 6 をずにファクスをまける（ノンコール着信） 


固定応答メッセージの内容は変わります。 



ファクス受信を、録音もで 
さるとさ 

(瓶-ド時魄赚まロリ J のとき） 

固定応答メッセージの内容 

「ただ今近くにおりません。ピーと鳴りましたら、お名前とご用件をお話し 
ください。ファクスを送日れる方は、スタートボタンを巧してください。」 

ファクス受信はできないび、 
録音はできるとき 
(在吾 E - ド敵酌錄[7川のとき） 

呼出音び鳴り （10 回）、「ただ今近くにおりません。ピーと鳴りました日お 
名前とご用件をお話しください。」 

ファクス受信を、録音ちで 
さないとを 

呼出音び鳴り （2 已回）、「ただ今近くにおりません。恐れ入りますびのち 
程おかけ直しください。」 （3 回流れます。） 

※ただし、 U モート操作 （12 已〜] 27ページ）のための暗証番号び登録さ 
れていないと応答しません。 


※ノンコールモード時のコール回数び7回（工場出荷時）のとさの動作です。 



在宅モード時の留守録び r アリ J のとを 


数回の呼出音が鳴ったあと固定応答メツセー 
ジが聞こえます。 


この呼出音が流れ始める 
約2秒前から、巧手の方 
に電話料金がかかりまず。 


呼出音び2回聞こえまず。 


電話または手動で送6れてきたファクスをノンコールモードで受ける 



システム 

アップ 


呼出音を鳴らさずにフアクスを受ける(ノン n — ル着信) 


f 使いかた 



























































こち 6 側の操作でファクスを受ける（ポーリンク受信) 


相手のちのファクシミリにセツトされている原稿 
を、こち！5側の操作で取り出したり、 FAX 情報 
を取り出したりすることができます。 



■ FAX 情報を取り出すとまは 

サービスによっては、ポ ー U ング モー ドを使わずに 
受信するタイプのちのちあります。 

また、サービスによって操作の異なる場合びありま 
すので、各種サービスの音声ガイダンスや説明書に 
したびって操作してください。 

ダイヤル回線ご和用のとさは、プッシュホン回線（卜一 
ン） に切り替えて操作してください。 （11 7ページ） 

■途中でやめるとまは 

ダイヤル中は、オンフックボタンを巧します。 

受信中は、停止ボタンを巧します。 



をお知6せ 

♦相手の方のファクシミ U によってはご利用になれ 
ないことびあります。 

♦このファクシミ U は相手の方の操作では、こち日 
の原稿を自動的に送ること（ポ ー U ング送信）は 
でさません。 

♦情報サービスの提供先や種類によっては、季節や 
時刻によりサービスを行っていないことびありま 
す。取り出せないとさは、各サービス提供先にお 
問い合わせください。 


ポーリング受信する 


受話器を置いたまま、原稿をセツトせずに操作します。 


糖能選旧 
0 


と}甲す 


オンフック 


@を巧す 


ダイヤルする 


「ピー」という音び聞こえ 
たら 

自動的に受信び始まる 


3月1日 9:0 0 AM 
ホ’ 一 U ンク '' モート'' 


オンフックタ’イヤルモート'' 

I ACR I 


♦ディスプレイに「ポーリングモード」 
と表示されて、ポー U ングモードに切り 
替わります。 


♦自動的に受信び始ま日ないときは、スタ 
ートボタンを巧します。 



梗縛かた 


シスな プ 


こちら側の操作でファクスを受ける(ポ IU ング受信) 
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キヤツチホンサービスを利用ずる 


キャッチホンサービスを利用するには、 NTT と 
の契約が必要です。 


親機でキヤツチホンサービスをほラ 


通話中に呼出音び聞こえたら 

キャッチ 

為を巧す 


ちとの通話に戻るときは 
もう一度 


4 0“ 


キャッチ 


♦キャッチホン•ディスプレイサービス（218 
〜 2] 9ページ）を契約しているとをは、巧 
手の方の電話番号と名前び表示されます。 


キ中ツチ 

為を押す 


子機でキヤツチホンサービスを使ラ 


通話中に呼出音び聞こえたら 

カナ/ 


♦キャッチホン•ディスプレイサービス（218 
〜 2] 9ページ）を契約しているとさは、巧 
手の方の電話番号と名前び表示されます。 


キヤツチ 

を巧す 


ちとの通話に戻るときは 
もう一度 

カナ/ 


' g を巧す 


度"お知 S せ 

♦ファクス受信中に電話びかかってくると、記録紙に線び入ったり、送受信び中断されたりすることびあります。 
♦親機で通話中にキャッチホンでファクスを受信するときは、スタートボタンを巧して受話器を戻さずにお待 
ちください。受信中に受話器を戻すと電話び切れて、ちとの相手の方との通話に戻れなくなります。 

♦モ機で通話中にキャッチホンでファクスを受信すると電話び切れて、をとの相手のちとの通話には戻れません。 
♦キャッチホン I サービスを利巧すると、受信中に電話びかかってさてち異常なく通信でさます。なお、詳し 
くは NTT にお問い合わせください。 

♦キャッチホン-ディスプレイサービスを契約すると、呼出音び鳴ると同時にディスプレイに相手の方の電話 
番号などび表示されます。 （21 8〜21目ぺージ） 



使いかた 


システム 


アップ 


キヤツチホンヴ I ビスを利用する 
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咬； 


通話ボタンを消'灯 
した状態で 




'日 またはで 
「マチウケジカン1を遺ぶ 




通話ボタンを消灯 
した状態で 




'£] またはで 
「クイックツウワIを選ぶ 


キータッチ音出力 

テ機のボタンを巧したときに、「ピ 
ッ」音（キータッチトーン）を鳴らし 
9 〇 




通話ボタンを消灯 
した状態で 




'ゴ またはで 
「キータッチトーン」を選ぶ 



子機をもっと便利に巧う 


子機をもっと便利に使うための登録-設定をすることびできます。 


子機で設定します 


設定項目 


登録の操作手順 


てを 
3間 
置時 
にる 
器れ 
電日。 
充けす 
を受ま 
機ちき 
モ待で 
、''か 

間にでと 

時 後態こ 

け 了状る 

受完いす 

ち電なく 

待 充い長 


梗縛かた 


シス-な プ 


子機ををつと便利に使ラ 


通る 

でけ 

け受 

がだを 

邮る話 

げ電 

パ 上ち 

のりて 

信 取く 

着らな。 

C か个」す 

話器巧ま 

通電をさ 

ク充ンで 

ッを夕び 

ィ機ボと 

少モ話こ 


134 











モ機をらつと便利に使ラ 


( 


工場出荷時は 


に設定されています。 


途中でやめるとき 

切ボタンを巧す 


(機能） 


はた5さ 


または 


で 


能) 


roNji または 
roFFj を選ぶ 


ON :着信時に子機を充電器から取り上げるだけ 
で、すぐに通話でさます。 

OFF :モ機を充電器か日取り上げたあと、通話ボ 
タンを巧してか日通話します。 


(機能） 


または 


で 


能) 


ON :モ機のボタンを巧したときに「ピッ」音 
(キータッチトーン）び鳴ります。 

OFF : 「ピッ」音（キータツチトーン）は鳴りま 
せん。 


「 ON 」 または 
rOFFJ を選ぶ 


(機能） 


您; 


—过 または 


で 


咬。 


rr ヒヨウシュン JI または 
「チョウジカン J を選ぶ 


ヒョウジュン：待ち受け時間は約200時間にな 
ります。 

チョウジカン：待ち受け時間は約240時間にな 
ります。 

( 「チョウジカン」にすると 
「ヒョウジュン」のとさよりち 
モ機の呼出音び遅れて鳴ること 
びあります。） 

待ち受け時間とは充電完了後に 
モ機を充電器に置かずに一度ち 
通話しない状態で待ち受け日れ 
る時間です。通話したり呼出音 
び鳴ったりすると待ち受け時間 
は短くなります。 



使いかた 


システム 


アップ 


テ機をちつと便利に使ラ 
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増設電話機をおう 


お手持ちの電話機を増設電話機として接続すること 
がでをます。 

増設電話機を接続しておくと停電のときでも、電話 
をかけたり、受けたりすることができます。 


増設電話を接続する 


増設電話機で 


1増設電話端子に 
接続する 


参保護シートをはびし、 
電話機の接続コード 
を、本体の増設電話端 
モ（左側の端モ部）に 
「カチッ」と音びする 
まで差し込みます。 



1受話器を取る 


2 「ッ-」とぃぅ 
音び聞こえたら 

ダイヤルする 

♦通話び終わった b 受話 
器を戻します。 


増設電話機で電話を受ける 


呼出音び鳴ったら 

受話器を取って 
お話しする 


♦通話び終わった日受話 
器を戻します。 


巧"お知 S せ 

♦ファクシミリ本体と増設電話機との間で、内線通 
話はできません。 

♦増設端テには、電話機を]台しか接続できませ 
ん。また、コードレス電話機は接続でさません。 

♦電話機の種類（留守番電話やホームテレホンな 
ど）によっては、接続でさないちのや一部機能び 
使えなくなることびあります。 

• 増設電話端テに、 ACR 機能付電話機を接続する 
とさは、増設電話機側で A C R 機能び働かないよ 
ラに設定してください。それぞれの電話機で AC 
R データの受信びできなくなり、 ACR 機能び正 
しく働かなくなります。 

♦ナンバー-ディスプレイ対応の増設電話機を接続 
するとさは、増設電話機側のナンバー.ディスプ 
レイ機能を働かないように設定してください。誤 
動作の原因になります。 

♦ファクシミリ本体で ノンつ 一 J レ着信を設定してい 
るとさは、増設電話機の呼出音は鳴りません。 

(通話ちでさません。） 

♦増設電話機では 、 A C R 機能はご利用でさませ 
ん。スーパー A CR 2 をご利用の方は、 ファ クシ 
ミリの親機またはモ機をお使いください。 



梗縛かた 


システム 
アツプ 


増設電話機を使ラ 
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子機を増設して巧う雌設子機) 


子機を増設すると子機を呼び出すとさのモ機番号は; 欠のよラになります 


付属の子機 


億 


• UX - F 41 CL - 


- UX - F 41 KW - 


増設したモ機 


ミ 

帮' 


モ機番号 

① 


モ機番号 

②③④ 


付属のモ機 




増設したモ機 


W 


モ機番号 

①② 


モ機番号 

③④ 


子機は、付属の子機じ(がに UX - F 41 CL は3台まで、 UX - F 41 KW は2台まで増設することびできます。 


UX - F 41 CL では子機を増設しても、子機間通話はできません。 


♦増設できるモ機は CJ - KS 已、 CJ - KS 3、 CJ - KS 2、 CJ - KS ] です。また、 BS / CS チューナー用コー 
ドレス通信ユニット （ CJ - KBS 1) び増設でさます。他のモ機は増設でさませんのでごを意ください。 

• 増設子機の登録方法は、別売の増設子機に付属している登録手順説明書をご b んください。（増設登録 
手順タイプ A と記載されています。） 

• 子機を増設したとさは、操作び異なりますので、くわしくは増設子機の取扱説日月書をご b んください。 


♦ UX - F 41 CL / KW に増設した場合の機能比較 


機能名 


機種名 


電話帳機能 


CJ-KS 已 


〇 

(100人） 


CJ - KS 3 


〇 

(100人） 


巳 J - KS 2 


x 《] 


CJ-KS 1 


x 《] 


この取扱説明書 
の参照ページ 


已7〜63 


再ダイヤル 


〇 (10 件） 


〇 (3 件） 


〇 


〇 


己己 


着メ□作巧機能 


〇 


〇 


X 


X 


118-124 


電 

話 

機 

能 


ダイヤルボタン点灯 


〇 


X 


〇 


〇 


ホットラインダイヤル 


〇 


〇 


X 


X 


64 


優先呼出 


〇 


〇 


X 


X 


48 


モーニングコール 


〇 


〇 


X 


X 


116 


テ機間ひと声通知 （ UX - F 41 CL のみ）※2 


〇 


〇 


〇 


〇 


138 


モ機間通話 （ UX - F 41 KW のみ） 


〇 


〇 


〇 


〇 


己白 


受話音量切換 


特大-標準 


特大-標準 


大-標準 


大■標準 


31 


スピーカー ホン通話 


〇 


X 


X 


X 


已0、已] 


バ 

丄 — 

ス 

レ 


ま号-名刖表术 


〇 


〇 


X 


X 


] 9己〜]白7 


あだけ コール 


〇 


〇 


〇 


〇 


21已〜217 


着信記録 


〇 


〇 


X 


X 


202 


着信鳴り分け 


〇 


〇 


X 


X 


211 


ご 


通話料金のお知らせ 


〇 


〇 


X 


X 


164 


短縮ダイヤルとして、]0件まで記憶させることびできます。 
《2 UX - F 41 CL にモ機増設時 


巧^お知 S せ 

• UX - F 41 CL をご利用時はモ機を増設しても、モ機間 
通話はでさません。ひと声通知の機能び使えます。 

• UX - F 41 KW をご利用時は子機間通話びでさます。 


lorn 


使いかた 


システム 

アップ 


子機を増設して使ラ(増設子機) 
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子機か 6 モ機へメッセージを伝える（子機間ひと声通知) 


1 S 


子機 


テ機を充電器から取って 

內綻/クリア 

0) を}甲す 


2(# 子機 

子機の内線番号を巧す 


3(# 


他のモ機 


呼出音び鳴ったら、 

巧電器か6取る 


4(# 子機 

他のモ機の方び電話に 
出た6、メッセージを 
伝える（約10秒な巧) 

5 他のテ機 

メッセージび聞こえる 


6若モ機 

メッセージを話し終わったら 

逸)を巧す 


途中でやめるとき 

切ボタンを巧す 


♦通話ボタンび点滅します。 

♦他のモ機の方び電話に出るまで「プププ 
プ • • • • 」と鳴ります。 


♦充電器に置いていないときや、クイック 
通話を rOFF 」 にしているときは通話ボ 
タンを巧します。 

♦通話ボタンび点滅します。 


♦他のモ機の方か日の声は聞こえません。 


参この操作をしなくてち約] 0秒後には自 
動的に電話は切れます。 


UX - F 41 CL をご利用時に子機を増設すると子機 
か5子機ヘメツセージを伝えることができます。 
(呼び出されたちの声は、呼び出したちには聞こえ 
ません。また、約10秒間で自動的に切れます。） 


子機か目モ機へメジトジを伝える ( UX ， F 41 CL ご利刷ミにモ機を觸したとき) 




梗縛かた 


システム 
アツプ 


子機からモ機へメッセ—ジを伝える(モ機間ひと声通知) 
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子機か s 子機へ面送ずる（ひと声面送) 


UX - F 41 CL にモ機を増設してお使いの際は、子機 
にかかつてきた電話を他の子機へ転送するときに、 
ひと声だけメッセージを伝えることびでをます。 
(乾送されたちの声は、乾送したちには聞こえませ 
ん。また、約10秒間で自動的に転送されます。） 


子機か目他の子機へ転送ずる(ひと芦転送) (UX-F41C1 ご利用時にモ機を觸したとま) 


S 


テ機 


テ機で通話中に 

內線/クリア 

を巧ず 


2如機 

モ機の内線番号を巧す 


ZS 


他のモ機 


呼出音び鳴ったら、 

巧電器か6取る 


4 若 


モ機 


電話を転送することを伝え 
て（約1□秒 L ソ内に） 

モ機を充電器に戻す 

參 他のモ機 

保留メ □デイび聞こえたら、 

嗟が1!ァ 

または （§) を巧す 



♦相手の方には保留メ□ディび流れます。 
♦他のモ機の方び電話に出るまで「プププ 
プ • • • • 」と鳴ります。 


参充電器に置いていないとさや、クイック 
通話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボ 
タンを巧します。 

♦通話ボタンび点灯します。 


♦充電器に戻さないとさは切ボタンを巧し 
ます。 

♦相手の方のモ機か日の声はこち日側には 
聞こえません。 

♦この操作をしなくてち約] 0秒後には自 
動的に転送されます。 

♦外の相手の方と通話でさます。 


■ 他のモ機び出ないとまは 

保留ボタンを巧すと、呼び出しをやめて保留になり 
ます。このあと保留ボタンまたは通話ボタンを巧す 
と外の相手の方との通話に戻ります。 


lorn 


使いかた 


システム 

アップ 


子機からモ機へ転送する(ひと声転送) 
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ドアホンを接続ずる 


別売りの夕ーミナルボックス（専用）やドアホン（テレビドアホンユニット）を取り付けると、ドア 
ホン通話することができます。 

詳しい接続ち法は、それぞれの機器の取扱説明書をご5んください。 


ドアホンをごなぐとを 


カメラ付ド7ホンを：)なぐとき 



をお知 S せ 

♦テレビドアホン ユニッ トは、 DZ - MH 70 び接続できます。 

参テレビドアホンユニットを取り付けると去は、必ずテレビドアホン対応ターミナルボックス （ DZ - T 30) をお使いください。 
♦現在お使いのドアホンび次の機種のときは、専用ドアホン （ DZ - H 30) をお巧めにならなくてち、そのま 
まお使いいただけます。（ターミナルボックス DZ - T 20 または DZ - T 30 は必要です。） 


メーカーる 
(己 0割 11) 

適合するドアホン（室外機の機種名） 2□□□年11月現在 

アイホン 

IF-DA IE-DA IE-DC IE-NC IE-RA IE-TAS IE-JA IE-CA IF-DAW IE-NXS 
IE-NXBA IE-NXM IE-NXY IE-NXC 

ち、田 

石 通 

ドアホン N 

NTT 

E -104 DH E - ドアホン S E - ドアホン D E - ドアホン PL E - VX ドアホン 

パィオニア 

TF - DR 2 

實±通 

FC -201 A FC -201 B FC -201 C FC -201 D 

お下 
通信 工業 

VF -521 VF -522 VF -523 U VF -523 D V し-曰68 VL -568 G VL -568 U 

VL -568 K VL -568 KA VL -568 D VL -568 R VL -568 S VL -568 KAP 
VL -568 GL VL -568 UL VL -569 VL -580 D VL -582 A VL -584 D VL -585 D 
VL -586 P VL -587 P VL -592 VL -593 VL -594 A 

松下電工 

EJ -502 EJ -501 W EJ -102 EJ -503 F EJ -503 A EJ -106 A EJ -106 S 
EJ -1021 B 


※チャイム（室外と室内とで会話できないちの）は適合しません 



梗縛かた 


シスな プ 


ドアホンを接続する 
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モ機で話すとまは 


♦通話ボタンび点灯します。 


呼出音び「ピ□ピ□ピ□ピ 
□」と鳴った日通話ボタン 
び点滅している間 （30 秒 
じ(内）に 

鬟)を巧す 

通話び終わったら 

念を巧 T 


ドアホンの呼出音について 

ドアホン]とドアホン2か b の呼出音は鳴り方び違 
います。 


親機 


子機 


ドアホン1 


ドアホン2 


ドアホン1 


ドアホン2 


ピン 


ボン 


ピン 


ボン 


ピン 


ボン 


をお知 S せ 

♦親機またはモ機か日ドアホンを呼び出すことはで 
さません。 

• ドアホン通話の保留はでさません。 

♦留守録に設定していてち、ドアホンか日の録音は 
でさません。 

♦ファクス送受信中は、ドアホンか日の呼び出しび 
あってちモ機の呼出音は鳴りません。この場合、 
モ機で通話することもできません。また、ファク 
ス送受信中でち親機の呼出音は鳴りますび、受話 
器を取ってち通話はでさません。 

• ドアホンの呼出音び「ピンポン」と鳴ったあと約 
30秒じ(上ドアホンとの通話に出なかったときは、 
ドアホンと通話できません。 

♦増設電話機び接続されていてち増設電話機では、 
お話しすることはできません。（呼出音ち鳴りま 
せん。） 

• ドアホン通話を親機やモ機へ転送することはでさ 
ません。 


ドアホンと話す （ ドアホン通話) 



親機、モ機のどち5でも、ドアホンを巧された方 
とお話しすることができます。 


親機で話すとまは 


1呼出音び「ピンポン」と鳴 


ったら、ディスプレイに 


「ドアホンチヤクシン 


]」または「ドアホンチ 


ヤクシン2」と表おして 

\\\ 

いる間 （30 砂じ(内）に 


受話器を取って通話する 


2通話び終わったら 


受話器を戻す 

藤 


，使いかた 


システム 

アップ 


ドアホンと話す(ドアホン通話) 
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ドアホンと話す（ドアホン通話） 


巧機でドアホン通話中に電話びかかって<ると 


ドアホン通話をやめて電話に出ることびでさます。 


電話の呼出音び聞こえたら 

一度、受話器を戻して 
か S 、 受話器を取る 



♦受話器を戻すと、ドアホン通話び切れます。 
♦受話器を取ると、かかってきた電話との 
通話になります。 


親機で通話中にドアホンか6呼び出しびあると 


電話を保留にしてドアホンとの通話びできます。 


ドアホンの呼出音び聞こえ 
たら30秒じ(内に 

m ——一 

〇を巧す 

巧留 


電話の相手の方との通話に 
戻るとさは 

巧線、 

〇を巧す 

な留 


♦通話中の相手の方には保留メ□ディーび 
流れ、ドアホンの相手とドアホン通話び 
でさます。 


♦電話の相手の方との通話に戻ると、ドア 
ホン通話は切れます。 


親機でドアホン通話中にもう1台のドアホンか6呼び出しびあると 


ドアホン通話中の通話をやめて、ちラ]台のドアホンとの通話びできます。 

(に） またはに が （またはキヤツチボタ 


ドアホンの呼出音び「ピンポ 
ン」と]回聞こえたとさは 


ン）を巧すごとに、2台のドアホンの方 
と交ちにお話しびでさます。 




を巧す 

ドアホンの呼出音び「ピンポ 
ン、ピンポン」と続けて2 
回聞こ无たとさは 

し 2 句を巧す 


巧機で内線通話中にドアホンか6呼び出しびあると 


内線通話をやめてドアホンとの通話びできます。 


ドアホンの呼出音び聞こえ 
たら30秒じ(内に 

一度、受話器を戻して 
か6、受話器を取る 



♦受話器を戻すと、内線通話び切れます。 
♦受話器を取ると、ドアホン通話になります。 



梗縛かた 


シスな プ 


ドアホンと話す(ドアホン通話) 
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ドアホンと話す（ドアホン通話） 


モ機でドアホン通話中に電話びかかって<ると 


ドアホン通話をやめて電話に出ることびでさます。 

1 電話の呼出音び聞こえた日 

を巧して、^を 

押す 


♦切ボタンを巧すと、ドアホン通話び切れ 
ます。 

参通話ボタンを巧すと、かかってさた電話 
との通話になります。 


モ機で通話中にドアホンか6呼び出しびあると 


電話を保留にしてドアホンとの通話びできます。 


ドアホンの呼出音び聞こえ 
たら30秒じ(内に 

巧線/ク U ア 

0) を巧す 


電話の相手の方との通話に 
戻るとさは 

巧線/クリア 

を2回}甲す 


♦通話中の相手の方には保留メ□ディーび 
流れ、ドアホンの相手とドアホン通話び 
でさます。 


♦電話の相手の方との通話に戻ると、ドア 
ホン通話は切れます。 


モ機でドアホン通話中にをう1台のドアホンか6呼び出しびあると 


ドアホン通話中の通話をやめて、ちラ]台のドアホンとの通話びでさます。 

が または (0) {またはキヤツチボタン） 


ドアホンの呼出音び「ピンポ 
ン」と]回聞こえたとさは 

のを巧す 

ドアホンの呼出音び「ピン 
ポン、ピンポン」と続けて 
2回聞こえたとさは 

嗔 J を巧す 


を巧すごとに、2台のドアホンの方と交 
互にお話しびでをます。 


モ機で内線通話中にドアホンか6呼び出しびあると 


内線通話をやめてドアホンとの通話びでさます。 


ドアホンの呼出音び聞こえ 
たら30秒じ(内に 


♦切ボタンを巧すと、内線通話び切れます。 
♦通話ボタンを巧すと、ドアホン通話にな 
ります。 


^を巧して、を 
巧す 


lorn 


使いかた 


システム 

アップ 


ドアホンと話す(ドアホン通話) 
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